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白く輝く湖面には週末を中心にワカサギ釣りのテントや釣り 

人たちの姿が見える。立春を過ぎても寒さは厳しくなるばかり 

で、日本海側は記録破りの大雪、釧路湿原のある道東地方は晴 

天の日が続く分、氷点下２０度以下の日が数日あるようだ。 

例年オオハクチョウが羽を休めていた水辺も氷が張り、主に 

代わりフロストフラワー（氷の華）が咲いていた。 

陽射しを受け白く輝く湿原の中を観光客を乗せたＳＬ冬の湿 

原号がゆっくりと走る姿が見えた。 
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コッタロ川と湿原のほとりから 

 ２月のコッタロ湿原便り 

                           コッタロ在住．中本 アキ子（文） 中本 民三（写真） 
 

丹頂の第２コツ＆タロが本日（１０日），子別れ致しました。“１４，１５羽目に幸あれ!! ” 

日の出が早くなり，湿原内を蛇行する川も『結んで開いて』をくり返していたコッタロ第１，第２

川も開いて，春の扉が一枚だけ開いた様です。 

思いのほか穏やかな如月に入って，さらに７日，列島を包ん

だ暖気がコッタロでは霧雨をもたらして日中＋５℃を記録。最

高気温が氷点下を抜け出した今，三寒四温の真っ只中にありま

す。たまさかに発生する低気圧が凩のグリッサンドと又三郎の

虎落笛とをつれてくる事もあるにはあるのですが，一方でその

強烈な北からの風に吹き寄せられて遠くオホーツクにたどりつ

いた流氷が根室，釧路方面へと南下し始めたのも例年より１３

日早いとか。“春の訪れ”を占うこの「地球の体温計」の動向は

寒冷地に生きる者への明るいニュースと云えましょう。 

そんな四温日和のまっ青な天空をダイナミックに舞う王者

（写真）を下界にいてアングリと仰ぎみるのも，この時季限定

の楽しみとなっております。 

ところで野生の世界にじっと目をこらしていると，裸木の林

立する庭ではシマエナガ８羽の群がしきりについばむ白樺の冬

芽であったり（写真），コゲラ，キバシリ，コアカゲラが四十，

五十，ハシブト雀に混じって捕食しているのは，厳冬期に人知

れず命をつなぐ虫や虫の卵であることを教えられるのです。 

特筆すべきはバードレストランにしつらえた野鳥用の脂身，

リンゴ，ミカン等々々に地上を這うネズ公（写真）が食らいつ

いて大胆にも真昼間，人を恐れぬ不敵な態度ではありませんか。

近寄っても，その愛くるしい目玉でチラ！と一瞥されただけ。

“ま，いいか!! ”と食物連鎖を底辺で支えてくれている彼等に

感謝こそすれ，追い払うべきではな

いと，多くの鳥獣のことを思いやり乍ら，ちょいと勘案させられた一件

でした。 

一日の終りに夕暮れのひと際鮮やかな色彩が浮かび上がらせる一瞬の

景色には感謝の祈りを捧げずにいられませんね（写真）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 



湿原の住人たち その 1３１                        ヤマガラ     

ヤマガラがあるこっとの冬季限定バードテーブルに初めてやってきました。町内での目撃情報はあ

るものの、釧路湿原ではあまり見られない鳥です。餌台には常連のシジュウカラ、ハシブトガラ、ヒ

ガラ、ゴジュウカラ、シマエナガとともに混群の一員としてお目見えしました。体長は１４㎝でシジ

ュウカラと同じ位の大きさに見えます。他のカラ類は灰色と白と黒の三色が目立ちますが、ヤマガラ

の背中とお腹の赤茶色と額から頬にかけてのクリーム

色の二色が他のカラ類にはありません。学名の意味が変

わったシジュウカラの仲間というのもうなずけます。じ

っくり行動を観察できる位居て欲しかったのですが…。

湿原で見かけたら教えてくださいね。 

 

冬の散策を楽しみました 

 ４日に自然ふれあい行事「塘路湖畔で冬芽ウォッチング」を釧路

湿原国立公園ボランティアレンジャーの大西英一さんの案内で行い

ました。樹木の冬芽を楽しむために、イラストを使って冬芽の名前

や形、特徴的な葉痕を紹介してから出発しました。フィトンチッド

の森とキャンプ場で、木の高さの違いや枝付きを見比べて、木がル

ールにのっとって生えていることを易しくユニー

クに教えていただきました。冬芽では、特に念入り

に観察したミズナラ（写真右）は、ピンセットを駆

使して(写真左)丁寧にコート（芽鱗）をはがしていくと、薄いものがびっしりと 30

～40 枚もあり、見た目以上の厚着に驚くとともに、花や葉を寒さや乾燥から守って

春遅くまで開花させない工夫がわかりました。途中でカラマツの実を食べるエゾリ

スとの出会いもあり、散策を一層楽しいものにしてくれました。   

 

ネムネムのくしろうろうろ日記  Vol.35「パラタクソノミスト」 

 釧路市立博物館で行われた、パラタクソノミスト講座（生き物を正しく分類する技術を身につけ 

る講座）に参加してきました。今回は昆虫の初級を受けたのですが、あなどるなかれ。普段私たち 

は「チョウ」「トンボ」となんとなく分けられる 
ばしょ くしろ 1 がつ ２９にち 

のは、実物が大きく、普段よく目に付くものだか 

らなのです。みたことのない昆虫（例えば 1cm に 

も満たない小さな昆虫など）を出されると、何の 

仲間かということすら、あやしくなります。そう 

なると顕微鏡でひとつひとつ昆虫の特徴を確認し 

ていかなくてはなりません。 

自慢ではありませんが学生時代、この手の成績 

は悪かったのです。毎回標本の前で悩み、休み時 

間までずれ込むので、珍しく時間内に課題が終わ 

ると「今日は時間内に終わったね！」と先生から 

お褒め（？）の言葉を頂く始末。 

あの頃よりは多少腕が上がっているかな？と期 

待しましたが、周囲がシャーレ２枚こなしている 

ところを、私はようやく 1枚。ああ、やっぱり私 

って変わってない、と思い知らされました。 

        辻 ねむ（標茶町郷土館学芸員） 

 どうも私は、人とは違うところに目がいって 

考えこむ、悪いクセがあるようです。 
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３月の行事カレンダー 
各行事とも事前の申込が必要です                    

 

温泉フィールドウォッチング           

［日時］３/３ (土) 10：00〜12：00 

［定員.参加料］10 名、無料    

［場所］シラルトロ湖・蝶の森周辺                     

＊積雪状況によってはスノーシューを使用するため長靴が必要。防寒対策を万全に！   

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪申し込み  問い合わせは塘路湖エコミュージアムセンターまで ℡ 015-487-3003 

 

鳥の巣箱を作ろう ［日時］３/１１（日）13：00〜15：00 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪申し込み 問い合わせは 温根内ビジターセンターまで ℡ 0154-65-2323 

 

 

塘路湖・シラルトロ湖・コッタロ湿原周辺の自然情報 

 

【 植物 】(1/16)シラカバの幹の凍裂.カラコギカエデのタネ (2/3)エゾウコギの実.ツルウメモドキの実.カラ

マツの実  

【 鳥 】(1/20)ノスリ (1/21)オオワシ.オジロワシ.ヒヨドリ（1/25）ワタリガラス.ミソサザイ.ベニマシコ 

(1/31)カワアイサ (2/3)オオハクチョウ.アオサギ.アカゲラ.（ミヤマ）カケス (2/7)ヤマゲラ.コゲラ.（シマ）

エナガ.ウソ.シメ.シジュウカラ.ゴジュウカラ.ハシブトガラ.ヒガラ.ヤマガラ.マガモ (2/13)タンチョウの

子別れと交尾.マヒワ  

【その他】(1/22)エゾシカが線路を横断、ＳＬが汽笛鳴らしながら徐行 (2/3)エゾシカとエゾモモンガの糞.エゾ

リスとヤチネズミの足跡 (2/4)エゾリス (2/5)エゾシカの死骸  

 

 

◆コッタロ展望台のトイレは凍結防止のため 11/1～4/30 まで閉鎖しています。 

◆国道３９１号線の塘路湖・シラルトロ湖付近はエゾシカ出没地帯です。エゾシカの道路への飛び出しに

配慮して安全運転を心掛けているドライバーがいる一方、何も知らずにそういう車を追い越すドライバ

ーもいて、ヒヤリとする場面に遭遇することもあります。朝夕の運転は特にご注意ください。 

◆スノーシュー・歩くスキーの貸し出し（無料）をしています。 

冬晴れの日には雪原の中を歩いて冬ならではの自然を楽しんでみませんか？ 

 

◆日出・日入時間 2/15(6:21,16:52)．2/29(6:00,17:10). 3/14(5:36,17:28)    

 

 

      釧路湿原国立公園  

塘路湖エコミュージアムセンター あるこっと 

〠088-2264  北海道川上郡標茶町塘路原野 

TEL:015-487-3003 FAX:015-487-3004  

E-mail:emc@hokkai.or.jp

開館時間 10：00〜16：00（4 月〜10 月は 17：00 まで） 

休館日:毎週水曜日 12 月 29 日〜1月 3日    入館無料        

鳥獣保護区のエゾシカ （サルボ付近 2/10） 
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